
 

 

 

 

 

 

１ 開 会  第６期大樹町総合計画策定審議会 事務局長 伊勢 厳則 

 

２ 挨 拶  第６期大樹町総合計画策定審議会 会  長 尾藤 宏樹 

第６期大樹町総合計画策定委員会 委 員 長 松木 義行 

 

３ 協議事項 

 （１）序論及び基本構想（案）に関する審議について             【資料１】 

  【質疑応答】 

  事務局：10頁、「４ 第５期総合計画基本計画の評価」において、『令和５（2023）年 

      ４月１日時点における総人口は 5,402人と目標設定値を約 200人超える結果 

      となっており、』と記載されているところだが、『第５期総合計画に掲げる各 

      施策を着実に推進してきた中で、雇用を創出するための産業支援や定住促進 

      対策等に取り組んできた成果であると推測されます。』と要因に関する内容を 

      補足させていただいている。分析した結果、第５期総合計画の策定時である 

      平成 25年の外国人労働者が 33人であったのに対し、現在は 158人となって 

      おり、10年間で 125人の外国人労働者が増加している。また、平成 27年と 

      令和２年の国勢調査結果を比較した場合、製造業の就業者数が 43人増加して 

      おり、雪印メグミルク㈱や IST㈱の従業員数の増加が主な要因と推測される。 

      15頁、「６ 時代の潮流」において、『（１）新型コロナウイルス感染症への 

      対応』として、新型コロナウイルス感染症の影響により、ライフスタイルが 

      多様化したため、社会や人々の行動・意識の変化を的確に捉えた取組が重要 

      となっていくという内容を記載していたところだが、内容を精査し、『（５） 

      ライフスタイルの多様化』として改めて記載している。 

      22頁、「３ 将来像」において、目的が明瞭にわかるよう表記すべきという 

      ご意見や、人と産業という文言を加えてはどうかというご意見をいただいた 

      ことを踏まえて協議した結果、『人とひと・人と自然・人と宇宙がつながる 

      誰にでも居場所のあるまち大樹』に事務局（案）を改めるとともに、産業に 

      ついては、『人と自然』の意味合いの中に含みを持たせている。本来であれば、 

      複数の案を提示して委員の皆様からご意見をいただくべきところでもあった 

      ので、改めて委員の皆様からご提案をいただければと考えている。アイデア 

      がある場合は、参考資料をもとに９月 22日（金）までにご提出いただきたい。 

      今回提示した事務局（案）と委員の皆様からご提案いただく将来像をいくつ 

      か絞り込んで、次回の審議会でご審議いただくこととさせていただきたい。 

      23頁、「人口の指標」において、今後 10年間で子育て支援や福祉の充実、 

      地域産業の振興、移住定住促進対策等を進めることにより、令和 15（2033） 

      年の目標人口を 5,200人に設定することとしている。 

第３回 

第６期大樹町総合計画策定審議会 議事録 
                   

           日時：令和５年９月６日（水）午後１時３0分～午後２時 00分 

           場所：大樹町福祉センター ２階 大ホール 



      25頁、「第３章 施策の体系」において、内容を精査し、『４-７ 住宅・宅地』 

      を『４-７ 住環境』、『５-３ デジタル化』を『５-３ 情報通信・デジタル化』 

      に改めて記載している。 

  委員 ：22頁、「３ 将来像」において、前回の審議会で出た意見を踏まえて事務局（案） 

      を改めていただいており、この将来像の設定で私は概ね良いと考えているが、 

      この段階で改めて委員から提案を募る必要があるのか。 

  事務局：10年後のまちの将来像について、委員の皆様からご提案を頂戴する機会を設 

      けることで、より良い将来像を設定することができればと考えている。 

  委員 ：委員の皆様からご提案があるかないかはわからないが、改めて次回の審議会 

      でご審議いただくこととさせていただきたい。 

  委員 ：10頁、「４ 第５期総合計画基本計画の評価」、23頁、「人口の指標」において、 

      前回の審議会で出た意見を踏まえて補足いただいたことをお礼申し上げたい。 

      今後 10年間で人口が 400人（7.5％）減少することが推計されているところ、 

      目標人口を 5,200人に設定した場合、人口が 202人（3.7％）の減少に留まる 

      こととなる。今後 20年間で北海道全体の人口が約 25％減少すると言われて 

      いることを踏まえると、人口減少がかなり緩やかになる目標値だと言える。 

      さらに人口を増やしていくことを目指して、今後何ができるのかを審議して 

      いく必要があるということを委員全員で意識していただきたい。 

 

（２）基本計画（案）に関する審議について                 【資料２】 

  【質疑応答】 

  事務局：全体での会議終了後、各部会にわかれて部会長の進行により、各部会の所掌 

      事項についてご審議いただきたい。審議の中でいただいたご意見を踏まえて 

      見直しが必要であれば修正して、次回の審議会で再度ご審議いただきたい。 

 

 （３）その他 

 

４ 今後のスケジュールについて 

  ９月６日（水）       第３回策定審議会･委員会･各部会（基本計画（案）） 

  10月上旬             第４回策定審議会･委員会･各部会（基本計画（案）） 

  10月下旬～11月中旬  パブリックコメント      （総合計画（案）） 

  11月中旬            第５回策定審議会･委員会･答申  （総合計画（案）） 

  12月上旬            令和５年第４回大樹町議会定例会（総合計画（案）） 

 

５ その他 

 

６ 閉 会  第６期大樹町総合計画策定審議会 事務局長 伊勢 厳則 


